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プロローグ

プ
ロ
ロ
ー
グ

　

平
成
二
十
二
年（
二
〇
一
〇
年
）五
月
―

　

北
京
五
輪
に
続
く
中
国
の
大
イ
ベ
ン
ト
、
上
海
万
博
が
二
週
間
ほ
ど
前
に
浦ほ

東と
う

新
区
で
華
や
か
に
開
幕
し
た
街
は
、

今
に
も
小
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
曇
り
空
の
下
に
あ
っ
た
。

　

日
本
で
い
え
ば
銀
座
に
あ
た
る
市
内
随
一
の
繁
華
街
、
南
京
西
路
に
は
、
フ
ェ
ラ
ガ
モ
、
カ
ル
テ
ィ
エ
、
ロ
レ
ッ

ク
ス
、
オ
メ
ガ
、
グ
ッ
チ
、
モ
ン
ブ
ラ
ン
な
ど
の
路
面
店
が
軒
を
連
ね
て
い
る
。

　

煌き
ら

び
や
か
な
通
り
に
、
時
な
ら
ぬ
警
察
の
パ
ト
カ
ー
が
何
台
も
出
動
し
、
白
い
テ
ー
プ
が
歩
道
に
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
た
。
灰
色
の
制
帽
・
制
服
姿
の
警
官
た
ち
が
警
備
す
る
テ
ー
プ
の
内
側
で
、
千
二
百
人
も
の
人
々
が
行
列
を
作

っ
て
い
た
。
新
聞
サ
イ
ズ
の
宣
伝
用
チ
ラ
シ
を
手
に
、
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
や
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
肩
に
か
け
た
人
々
は
、

二
十
代
、
三
十
代
の
若
い
年
齢
層
が
多
く
、
子
ど
も
連
れ
の
人
々
も
い
る
。

　

ユ
ニ
ク
ロ
の
上
海
南
京
西
路
店
の
開
店
日
で
あ
っ
た
。

　

同
社
に
と
っ
て
世
界
で
四
番
目
の
グ
ロ
ー
バ
ル
旗
艦
店
、
す
な
わ
ち
最
高
水
準
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
を
備
え
た
、

世
界
的
情
報
発
信
の
た
め
の
大
型
店
舗
だ
。
売
場
面
積
は
三
六
〇
〇
平
米
で
、
ユ
ニ
ク
ロ
の
店
舗
で
は
世
界
最
大
で

あ
る
。

　

前
々
日
に
は
、
取
引
先
や
メ
デ
ィ
ア
関
係
者
を
招
待
し
て
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
広
告
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

選
ば
れ
た
陳チ

ェ
ン

坤ク
ン（

俳
優
・
歌
手
）、
黄フ
ァ
ン

豆ド
ゥ
ー

豆ド
ゥ
ー（

舞
踏
家
）、
杜ド
ゥ

鵑
ジ
ュ
ア
ン（

ス
ー
パ
ー
モ
デ
ル
）、
譚タ
ン

元ヤ
ン

元ヤ
ン（

バ
レ
エ
ダ
ン
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サ
ー
）ら
六
人
が
出
席
し
、
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
の
中
で
ユ
ニ
ク
ロ
の
イ
メ
ー
ジ
を
語
っ
た
。

　

地
下
鉄
南
京
西
路
駅
の
そ
ば
に
あ
る
店
舗
は
、
米
国
の
ボ
ー
リ
ン
・
シ
ウ
ィ
ン
ス
キ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
社
が
建
築

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
白
亜
の
三
階
建
て
。
正
面
が
円
筒
形
と
い
う
独
特
な
形
状
で
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
上
部
の
壁
に

掲
げ
ら
れ
た
白
い
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｑ
Ｌ
Ｏ
」
の
文
字
が
入
っ
た
、
赤
い
正
方
形
の
看
板
が
人
目
を
惹ひ

く
。

　

店
内
は
、
技
術
と
セ
ン
ス
を
凝
ら
し
た
Ｖ
Ｍ
Ｄ（
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
）に
よ
っ
て
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
さ
れ
て
い
る
。
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
入
る
と
、
開
店
の
目
玉
商
品
で
あ
る
八
十
八
色
の
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
を
陳
列

す
る
円
形
の
棚
が
あ
り
、
高
さ
五
メ
ー
ト
ル
の
天
井
を
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
入
っ
た
十
八
体
の
マ
ネ
キ
ン
が
ゆ
っ
く
り

回
転
し
て
い
る
。
壁
に
は
、
六
人
の
広
告
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
ユ
ニ
ク
ロ
の
製
品
を
着
た
大
き
な
写
真
が
飾
ら
れ
、
店

内
後
方
の
階
段
脇
に
あ
る
吹
き
抜
け
の
空
間
で
は
、
三
体
の
フ
ラ
イ
ン
グ
マ
ネ
キ
ン
が
上
下
に
行
き
来
し
て
い
る
。

　

午
前
十
時
の
開
店
に
先
立
っ
て
、
豪
華
な
花
が
飾
ら
れ
た
正
面
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
前
で
、
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始
ま
っ
た
。

　

会
長
兼
社
長
の
柳
井
正
を
中
心
に
、
韓ハ

ン

正チ
ェ
ン

上
海
市
長
、
大お
お

笘と
ま

直
樹
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
ユ
ニ
ク
ロ
）グ

ル
ー
プ
上
席
執
行
役
員
、
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
中
国
現
地
法
人
の
総
経
理
、
潘パ

ン
ニ
ン寧

ら
七
人
が
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
用
の
白
い
横
断
幕
の
前
に
整
列
し
た
。

「
…
…
東
京
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
に
続
い
て
、
世
界
で
最
新
で
最
大
の
ユ
ニ
ク
ロ
が
、
こ
こ
に
誕

生
す
る
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
で
す
」

　

ダ
ー
ク
ス
ー
ツ
の
胸
に
白
い
ポ
ケ
ッ
ト
チ
ー
フ
を
覗
か
せ
た
柳
井
が
、
マ
イ
ク
を
手
に
左
右
に
視
線
を
や
り
な
が

ら
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
口
調
で
挨
拶
を
し
、
潘
が
中
国
語
に
訳
す
。

　

短
髪
で
が
っ
ち
り
し
た
体
型
の
潘
は
、
八
年
前
に
中
国
に
進
出
し
た
当
初
、
不
振
だ
っ
た
業
績
を
立
て
直
し
た
男

だ
。
安
物
と
思
わ
れ
、
大
衆
層
か
ら
敬
遠
さ
れ
た
ユ
ニ
ク
ロ
製
品
の
販
売
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、
所
得
が
あ
る
中
産
階
級



3

プロローグ

と
富
裕
層
に
変
え
、
日
本
と
同
じ
製
品
を
日
本
と
同
じ
サ
ー
ビ
ス
で
売
る
こ
と
で
、
成
長
軌
道
に
乗
せ
た
。

「
感ガ

ン

谢シ
エ

大ダ
ー

家ジ
ア

的ダ

到ダ
オ

来ラ
イ

。
谢シ
エ

谢シ
エ

！
（
皆
様
の
お
越
し
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
）」

　

潘
が
引
き
取
っ
て
い
う
と
、
柳
井
ら
六
人
が
拍
手
を
し
た
。

　

柳
井
ら
に
鋏は

さ
みが
手
渡
さ
れ
、
拍
手
の
中
、
七
人
が
赤
い
四
角
の
ユ
ニ
ク
ロ
の
ロ
ゴ
が
入
っ
た
白
い
横
断
幕
に
鋏
を

入
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
な
っ
た
。

「
在ザ

イ

此ツ
ー

祝ジ
ュ
ー

贺ホ
ー

优ヨ
ウ

衣イ
ー

库ク
ー

上シ
ャ
ン

海ハ
イ

南ナ
ン

京ジ
ン

西シ
ー

路ル
ー

店
デ
ィ
エ
ン

开カ
イ

业イ
エ

！
（
ユ
ニ
ク
ロ
上
海
南
京
西
路
店
開
店
を
、
こ
こ
に
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
！
）」

　

女
性
司
会
者
の
高
ら
か
な
声
と
と
も
に
、
客
の
入
店
が
始
ま
っ
た
。

　

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
続
く
ス
ロ
ー
プ
の
脇
に
並
ん
だ
店
員
た
ち
の
拍
手
と
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
浴
び
、
テ
レ
ビ

局
の
集
音
マ
イ
ク
の
下
を
、
客
た
ち
が
続
々
と
入
店
す
る
。

　

ま
た
た
く
間
に
店
内
は
ご
っ
た
返
し
、
殺
気
立
つ
ほ
ど
の
熱
気
が
渦
巻
く
。
購
買
意
欲
を
刺
激
す
る
ド
ラ
ム
が
効

い
た
音
楽
の
中
、
人
々
は
奪
い
合
う
よ
う
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や
ジ
ー
ン
ズ
を
摑
み
、
白
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
籠
を
い
っ

ぱ
い
に
す
る
。
レ
ジ
付
近
は
立
錐
の
余
地
も
な
く
な
り
、
白
い
Ｔ
シ
ャ
ツ
姿
で
横
一
列
に
並
ん
だ
十
人
以
上
の
レ
ジ

係
が
、
笑
顔
で
客
を
捌
い
て
ゆ
く
。
二
百
六
十
人
の
店
舗
ス
タ
ッ
フ
の
接
客
訓
練
は
、
延
べ
十
数
人
の
現
地
幹
部
社

員
が
日
本
で
研
修
を
受
け
、
彼
ら
が
上
海
に
戻
っ
て
、
ユ
ニ
ク
ロ
流
を
叩
き
込
ん
だ
。
数
十
人
単
位
で
送
り
込
ま
れ

た
日
本
人
社
員
た
ち
も
、
仕
事
の
や
り
方
を
細
か
く
指
導
し
た
。
頂
点
に
立
つ
の
は
、
ユ
ニ
ク
ロ
銀
座
店
で
日
本
一

の
売
上
げ
を
達
成
し
た
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
店
長
、
黒
瀬
友
和
だ
。

　

フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ（
ユ
ニ
ク
ロ
）の
今
年（
平
成
二
十
二
年
）八
月
期
の
売
上
げ
は
八
千
百
億
円
程
度
の
見

込
み
で
、
Ｚザ

ラ

Ａ
Ｒ
Ａ
の
イ
ン
デ
ィ
テ
ッ
ク
ス（
西
、
約
二
兆
円
）、
Ｇギ
ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ（
米
、
約
一
・
九
兆
円
）、
Ｈ
＆
Ｍ（
ス
ウ
ェ
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ー
デ
ン
）、
ザ
・
リ
ミ
テ
ッ
ド（
米
）に
次
い
で
、
世
界
第
五
位
で
あ
る
。

　

柳
井
の
野
望
は
、
年
商
五
兆
円
を
達
成
し
、
世
界
一
に
な
る
こ
と
だ
。
成
長
に
限
界
が
見
え
て
き
た
日
本
は
一
兆

か
ら
一
兆
五
千
億
円
で
、
残
り
三
兆
五
千
億
円
か
ら
四
兆
円
を
海
外
市
場
で
稼
ご
う
と
考
え
て
い
た
。

　

翌
週
―

　

東
京
湾
に
面
し
た
千
葉
県
の
幕
張
は
、
初
夏
ら
し
い
青
空
が
広
が
っ
て
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
の
海
浜
幕
張
駅
の
海
側
に
あ
る
南
口
を
出
て
、
十
四
段
の
階
段
を
下
り
る
と
、「
幕
張
新
都
心
へ
よ

う
こ
そ
」
と
い
う
看
板
を
左
右
に
掲
げ
た
半
円
形
屋
根
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が
現
れ
る
。

　

右
手
に
視
線
を
転
じ
る
と
、
巨
大
な
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
そ
び
え
て
い
る
。
ド
ー
ム
型
の
屋
根
を
持
ち
、
グ
レ
ー
の

壁
に
青
っ
ぽ
い
ガ
ラ
ス
を
用
い
た
地
上
三
十
五
階
建
て
の
二
棟
の
ビ
ル
は
、
三
井
不
動
産
が
管
理
・
運
営
す
る
マ
リ

ブ
イ
ー
ス
ト
と
マ
リ
ブ
ウ
ェ
ス
ト
だ
。

　

東
証
の
新
興
企
業
向
け
市
場
、
マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
す
る
、
株
式
会
社
ス
タ
ー
ト
ト
ゥ
デ
ィ
は
、
マ
リ
ブ
ウ
ェ
ス
ト

の
十
五
階
と
十
六
階
に
入
居
し
て
い
る
。
日
本
最
大
の
ア
パ
レ
ル
通
販
サ
イ
ト
「
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
」
を
運
営
す

る
会
社
で
あ
る
。

　

同
社
は
、
社
長
の
前
澤
友
作
が
、
二
十
歳
を
す
ぎ
た
頃
に
千
葉
県
鎌
ケ
谷
市
の
実
家
の
六
畳
間
で
始
め
た
、
米
国

で
買
い
付
け
た
レ
コ
ー
ド
や
Ｃ
Ｄ
の
カ
タ
ロ
グ
販
売
業
が
始
ま
り
だ
。
そ
の
後
、
ア
パ
レ
ル
の
ネ
ッ
ト
通
販
業
に
進

出
し
、
急
速
な
勢
い
で
成
長
を
続
け
て
い
る
。
今
年
三
月
期
は
、
商
品
取
扱
高
三
百
七
十
一
億
円
、
売
上
げ（
手
数

料
収
入
）百
七
十
二
億
円
、
純
利
益
十
八
億
五
千
万
円
を
上
げ
、
株
式
時
価
総
額
は
約
七
百
八
十
億
円
で
、
大
手
ス

ー
パ
ー
の
ダ
イ
エ
ー
を
上
回
っ
た
。



5

プロローグ
　

受
付
は
十
五
階
に
あ
り
、
ソ
フ
ァ
ー
セ
ッ
ト
の
ほ
か
、
大
き
な
水
槽
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
張
り
の
会
議
室
が
あ
る
。

そ
ば
の
壁
に
は
、
男
性
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
大
き
な
ポ
ー
ト
レ
ー
ト
が
二
枚
飾
ら
れ
て
い
る
。
前
澤
が
出
勤
す
る
と
、

こ
の
会
議
室
に
社
員
た
ち
を
呼
ん
で
、
長
テ
ー
ブ
ル
で
打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。
ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
に
精
通
し
て
い
る

前
澤
は
、
自
ら
サ
イ
ト
の
文
言
を
考
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

社
員
た
ち
は
平
均
年
齢
が
約
二
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
、
ス
ニ
ー
カ
ー
や
サ
ン
ダ
ル
ば
き
が
多
い
。
ほ
ぼ
全
員
が

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
音
楽
に
興
味
を
持
っ
て
お
り
、
お
洒
落
で
個
性
的
な
服
装
を
し
て
い
る
。
三
十
代
以
上
の
社
員
は
、

ウ
ラ
ハ
ラ（
裏
原
宿
）系
全
盛
時
代
を
経
験
し
、
そ
の
音
楽
や
カ
ル
チ
ャ
ー
に
影
響
を
受
け
て
い
る
。

　

十
五
階
に
あ
る
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
よ
う
な
広
い
休
憩
ス
ペ
ー
ス
の
テ
ー
ブ
ル
の
一
つ
で
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ

ン
部
の
社
員
た
ち
六
人
が
会
議
を
し
て
い
た
。

「
…
…
や
っ
ぱ
、
ア
ッ
プ
す
る
の
は
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー
ズ
と
か
ビ
ー
ム
ス
と
か
、
そ
ん
な
の
を
買
う
人
た
ち

が
サ
イ
ト
に
く
る
時
間
帯
じ
ゃ
な
い
す
か
ね
」

　

紺
の
ヨ
ッ
ト
パ
ー
カ
ー
に
ジ
ー
ン
ズ
姿
の
男
性
社
員
が
い
っ
た
。

　

一
日
一
回
の
、
商
品
を
サ
イ
ト
に
ア
ッ
プ
す
る
時
間
帯
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
だ
っ
た
。
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ア
ロ
ー

ズ
や
ビ
ー
ム
ス
は
、
他
の
商
品
よ
り
値
が
張
り
、
そ
れ
を
買
う
の
は
、
感
度
が
高
く
、
金
を
使
え
る
人
た
ち
だ
。

「
な
る
ほ
ど
…
…
。
デ
ー
タ
見
て
る
と
さ
、
午
後
九
時
頃
っ
て
こ
と
に
な
る
よ
ね
。
そ
う
い
う
人
た
ち
が
家
帰
っ
て
、

携
帯
見
る
の
っ
て
」

　

サ
イ
ト
の
売
上
げ
、
時
間
帯
ご
と
の
訪
問
者
の
数
、
売
れ
筋
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
、
決
済
ま
で
行
っ
た
客
数
な
ど
を

細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
男
性
社
員
が
い
っ
た
。

「
商
品
を
十
分
回
し
て
く
れ
な
い
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
る
か
ら
、
や
っ
ぱ
、
一
番
買
っ
て
く
れ
る
人
た
ち
が
サ
イ
ト
に
く
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る
時
間
だ
よ
な
、
ア
ッ
プ
す
る
の
は
」

「
時
間
は
そ
れ
で
い
い
と
思
う
ん
で
す
け
ど
、
商
品
を
カ
ー
ト
に
入
れ
て
、
決
済
に
行
く
ま
で
の
三
ペ
ー
ジ
の
間
に

離
脱
し
て
る
人
が
結
構
多
く
な
い
で
す
か
？
」

　

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
で
エ
ク
セ
ル
の
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー
ト
を
見
な
が
ら
、
灰
色
の
薄
手
の
丸
首
セ
ー
タ
ー
に
濃
緑
色

の
サ
ル
エ
ル
パ
ン
ツ（
裾
が
す
ぼ
ま
っ
た
パ
ン
ツ
）を
は
い
た
女
性
社
員
が
い
っ
た
。

　

今
の
サ
イ
ト
の
仕
様
で
は
、
カ
ー
ト
に
商
品
を
入
れ
た
あ
と
、
住
所
や
決
済
情
報
を
入
れ
、
内
容
を
確
認
し
、
注

文
を
完
了
す
る
ま
で
三
ペ
ー
ジ
ほ
ど
進
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
決
済
情
報
と
か
は
、
も
う
一
ペ
ー
ジ
に
凝
縮
し
て
、
え
い
や
っ
！
で
買
え
る
よ
う
に
し
た
ほ
う
が
た
ぶ
ん
い
い

と
思
う
ん
で
す
よ
ね
」

　

室
内
に
は
ア
ー
ト
作
品
や
観
葉
植
物
が
飾
ら
れ
、
フ
ロ
ア
ー
の
一
角
に
は
ト
ル
コ
製
の
キ
リ
ム
が
敷
か
れ
、
若
い

女
性
社
員
二
人
が
靴
を
脱
い
で
寛
い
で
い
た
。

　

北
と
西
側
の
二
方
向
は
大
き
な
窓
で
、
東
京
湾
の
赤
潮
や
美
し
い
夕
日
、
夏
に
は
花
火
大
会
も
鑑
賞
で
き
、
四
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
離
れ
た
物
流
セ
ン
タ
ー
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ（
習
志
野
市
茜
浜
）も
見
え
る
。

「
そ
れ
は
い
え
る
ね
。
あ
と
、
新
し
い
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
だ
け
ど
さ
あ
、
こ
れ
、
ど
う
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
？
」

　

ロ
ン
毛
を
後
頭
部
で
縛
っ
た
ま
と
め
役
の
男
性
社
員
が
訊
い
た
。

「
は
あ
、
見
た
目
的
に
バ
ー
ン
と
目
を
惹
く
っ
て
い
う
か
、
そ
ん
な
ん
が
い
い
な
ー
、
と
思
っ
て
作
っ
て
み
た
ん
す

け
ど
」

　

新
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
た
男
性
社
員
が
い
っ
た
。

「
う
ー
ん
、
そ
う
な
あ
…
…
。
し
か
し
、
や
っ
ぱ
『
透
明
な
箱
』
っ
て
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
ち
ょ
っ
と
ず
れ
て
る
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ん
じ
ゃ
な
い
か
？
」

　

社
長
の
前
澤
は
、
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
は
あ
く
ま
で
商
品
が
主
体
で
、「
ユ
ニ
ク
ロ
か
ら
ヴ
ィ
ト
ン
ま
で
」
扱
え

る
、
色
の
な
い
「
透
明
な
箱
」
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
常
々
話
し
て
い
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
と
か
は
い
い
と
思
う
か
ら
、
も
う
ち
ょ
っ
と
色
と
か
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
さ
せ
て
考
え
て
み
ろ
や
」

「
分
か
り
ま
し
た
ー
」

　

会
社
の
中
核
を
担
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
部
は
多
忙
で
、
皆
、
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
た
。

　

前
澤
が
千
葉
県
出
身
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
幕
張
地
区
に
住
ん
で
い
る
社
員
に
は
月
五
万
円
の
幕
張
手
当
が
支
給

さ
れ
、
会
社
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
社
員
が
多
い
。
時
に
は
社
員
総
出
で
海
岸
の
ゴ
ミ
拾
い
を
し
た
り
、
盆
や
正
月

の
セ
ー
ル
の
時
期
に
は
、
本
社
か
ら
物
流
セ
ン
タ
ー
に
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
の
応
援
に
行
っ
た
り
も
す
る
。

　

そ
の
日
の
夕
方
―

　

老
舗
婦
人
服
メ
ー
カ
ー
、
オ
リ
エ
ン
ト
・
レ
デ
ィ
で
三
十
一
年
間
に
わ
た
っ
て
社
長
の
座
に
君
臨
す
る
田た

谷や

毅き

一い
ち

が
、
千
代
田
区
九
段
南
の
本
社
で
、
米
国
人
の
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
二
人
を
案
内
し
て
い
た
。

「
…
…
こ
れ
が
サ
ン
プ
ル
・
ル
ー
ム（
試
作
室
）で
す
わ
。
ミ
シ
ン
か
ら
な
に
か
ら
、
最
新
鋭
の
設
備
を
揃
え
て
や
っ

と
り
ま
す
」

　

白
髪
ま
じ
り
の
頭
髪
を
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
し
た
七
十
三
歳
の
田
谷
が
か
す
れ
声
で
い
っ
た
。

　

元
々
、
筋
肉
質
の
が
っ
ち
り
し
た
身
体
だ
が
、
こ
こ
三
年
で
体
重
が
約
一
〇
キ
ロ
落
ち
、
顔
色
が
悪
く
、
瞼
も
窪

ん
で
い
た
。
し
か
し
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
人
間
ら
し
か
ら
ぬ
悪
相
に
は
、「
物
言
う
投
資
家
」
村
上
世よ

し

彰あ
き

と
の

委
任
状
争
奪
戦
に
勝
っ
た
高
揚
感
と
、
業
界
で
「
ミ
ス
タ
ー
・
ア
パ
レ
ル
」
と
い
う
異
名
を
奉

た
て
ま
つら

れ
る
自
信
が
漲み
な
ぎっ
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て
い
る
。

「
オ
ゥ
、
イ
エ
ス
、
ル
ッ
ク
ス
・
グ
ッ
ド
！
」

　

金
髪
で
ス
ー
ツ
姿
の
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
二
人
は
、
型
紙
を
切
っ
た
り
、
ス
タ
ン（
洋
裁
用
人
台
）に
着
せ
た
ド
レ
ス

の
仮
縫
い
を
し
た
り
、
ミ
シ
ン
を
動
か
し
た
り
し
て
い
る
社
員
た
ち
の
様
子
を
眺
め
る
。

　

近
々
、
オ
リ
エ
ン
ト
・
レ
デ
ィ
と
提
携
予
定
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
婦
人
服
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
だ
っ
た
。

「
お
い
、
ち
ょ
っ
と
、
チ
ー
フ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
呼
ん
で
く
れ
」

　

田
谷
が
そ
ば
で
通
訳
を
し
て
い
た
男
性
社
員
に
命
じ
た
。

　

ス
タ
ン
に
着
せ
た
試
作
品
の
周
り
で
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
た
数
人
の
男
女
の
中
か
ら
、
グ
リ
ー
ン
の
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
着
た
、
五
十
歳
す
ぎ
の
女
性
が
や
っ
て
き
た
。
田
谷
が
最
近
執
行
役
員
に
取
り
立
て
た
チ
ー
フ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー

だ
っ
た
。

「
こ
ち
ら
は
な
、
今
度
提
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ブ
ラ
ン
ド
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
さ
ん
た
ち
だ
。
…
…

お
い
、
し
っ
か
り
通
訳
せ
え
よ
」

　

引
き
締
ま
っ
た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
た
短
髪
の
チ
ー
フ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
女
性
に
、
米
国
人
女
性
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち

を
紹
介
し
、
通
訳
を
し
て
い
た
男
性
社
員
に
発
破
を
か
け
る
。

「
社
内
は
一
通
り
案
内
し
た
か
ら
、
あ
と
は
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
Ｍエ

ム
デ
ィ
ーＤ（
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ザ
ー
）を
紹
介
し
て
や
っ
て

く
れ
」

　

チ
ー
フ
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
女
性
に
命
じ
る
と
、
米
国
人
デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
と
握
手
を
交
わ
し
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

七
階
に
あ
る
社
長
室
に
向
か
っ
た
。

　

七
階
に
は
総
務
部
、
経
営
企
画
部
の
ほ
か
、
監
査
役
の
塩
崎
健た

け

夫お（
元
常
務
）の
席
も
あ
る
。



9

プロローグ
　

も
の
づ
く
り
一
筋
で
、
か
つ
て
は
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
驚
異
的
な
自
己
資
本
比
率
を
誇
っ
た
会
社
の
業
績

は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
で
、
今
年
二
月
の
決
算
は
九
十
三
億
九
千
万
円
の
最
終
赤
字
と
い
う
、
会
社
始

ま
っ
て
以
来
の
赤
字
決
算
と
な
り
、
社
内
に
は
危
機
感
が
漂
っ
て
い
た
。

「
お
い
、
帰
る
ぞ
」

　

田
谷
が
、
塩
崎
ら
二
人
の
監
査
役
に
声
を
か
け
、
鞄
を
取
り
に
社
長
室
に
入
っ
て
い
っ
た
。

　

食
が
細
く
な
っ
て
い
た
が
、
長
年
の
習
慣
で
、
部
下
を
引
き
連
れ
て
外
で
夕
食
を
と
っ
て
い
た
。

　

食
事
の
と
き
に
は
一
升
瓶
に
入
っ
た
ア
ジ
ロ
ン
ダ
ッ
ク
の
赤
ワ
イ
ン
を
湯
飲
み
で
飲
む
の
が
な
ら
わ
し
だ
。
米
国

系
の
黒
ブ
ド
ウ
の
品
種
で
、
耐
病
性
が
あ
り
、
昔
か
ら
田
谷
の
故
郷
・
山
梨
県
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

　

二
人
の
監
査
役
が
帰
り
支
度
を
始
め
て
間
も
な
く
、
社
長
室
の
ブ
ザ
ー
が
鳴
っ
た
。
田
谷
が
部
下
を
呼
ぶ
と
き
の

合
図
だ
。

（
あ
れ
？　

な
ん
だ
？
）

　

営
業
担
当
役
員
時
代
の
厳
し
い
雰
囲
気
を
痩
身
に
留
め
た
塩
崎
が
、
怪
訝
な
顔
に
な
り
、
足
早
に
社
長
室
に
向
か

っ
た
。　

　

マ
ホ
ガ
ニ
ー
の
重
厚
な
ド
ア
を
ノ
ッ
ク
し
て
開
け
る
と
、
大
き
な
デ
ス
ク
に
す
わ
っ
た
田
谷
が
顔
を
歪
め
、
苦
し

げ
な
表
情
を
し
て
い
た
。

「
社
長
、
大
丈
夫
で
す
か
⁉
」

「
う
、
う
む
、
大
丈
夫
だ
。
ち
ょ
っ
と
ト
イ
レ
に
行
っ
て
く
る
」

　

青
ざ
め
た
顔
で
立
ち
上
が
り
、
ふ
ら
つ
く
足
取
り
で
社
長
室
を
出
て
、
役
員
用
の
ト
イ
レ
に
向
か
っ
た
。

　

塩
崎
や
七
階
に
い
た
社
員
た
ち
は
、
不
安
げ
に
後
姿
を
見
送
っ
た
。
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「
う
ご
お
お
ー
っ
！
」

　

田
谷
が
ト
イ
レ
に
行
っ
て
す
ぐ
、
絶
叫
と
も
う
め
き
声
と
も
つ
か
ぬ
咆
哮
が
響
き
渡
っ
た
。

「
お
い
、
や
ば
い
ぞ
！
」

　

塩
崎
ら
数
人
が
血
相
を
変
え
、
ト
イ
レ
の
ほ
う
へ
駆
け
出
し
た
。


